
■安全な運転再開ができたのかの検証を
６月１９日、５５日ぶりに運転再開をおこなったJR福知

山線。１０７名の犠牲のうえにたって、JR西日本の不安全
な体質が浮き彫りになったという代償はあまりに大きく、
重いものです。今でも、そしてこれからも犠牲者の『命』
の重さは変わりません。JR西日本の企業犯罪とまで言
われ企業体質が問われた中で、過去の日勤教育など施策
の誤りをごまかし、「安全性向上計画」や労使癒着とも
言える『決意書』など旧態依然のままでの再スタートは
問題です。
９０年の「国際鉄道安全会議」などを欠席したJR西日
本の労使。「大労組」は会社を擁護し、少数派であるJR
西労の運動を「会社倒産運動だ」と批判してきました。
２年前の株主総会では、株主提案の「安全諮問委員会」
設置も取締役会は拒否をしています。もし、チェック機
能が働いていたらという後悔の念はぬぐえません。いま
再び労使癒着路線を歩むようでは、会社の安全姿勢や体
質は何ら解決しません。

■スローガンは安全・改革・信頼・平和
JR西 労 は７
月１０・１１日に中
央本部大会を開
催。JR福 知 山
事故以降の日勤
教育を中止させ
てきた闘いなど
の教訓をはじめ、
犠牲者への哀悼
を胸に、新たな

決意で職場から会社に安全を迫っていく方針を意志統一
しました。さらに、再発防止に向けた方針をまとめた『中

間報告』を発表しました。
■三河島事故・鶴見事故の教訓を学ぼう
国鉄では１９５７年に「近代化５ヵ年計画」、１９６１年には

「第二次５ヵ年計画」と次々と合理化が進められる中で
１９６２年５月、危惧されていた大事故が発生しました。列
車三重衝突により１６０名の死者を出した三河島事故です。
国鉄当局は「機関士の士気のたるみ」など精神論的な事
故防止策を吹聴。一方で労働組合の申し入れにより「事
故防止委員会」を発足させましたが、合理化を進めてい
く姿勢を崩しませんでした。このため労組側は「事故防
止委員会」を離脱。ATSの設置など科学的な防止措置
を求め、１６００億円にものぼる安全施策を要求し、ストラ
イキも構えました。１９６３年１１月には再び三重事故の鶴見
事故が発生、１６２人が死亡しました。偶然にも同日、三
井三池炭鉱において爆発事故がおこり、４５２人の死者も
出しています。労使癒着を否定し、職場から安全を求め
た当時の闘いを、いま学ぶ必要があります。

■国鉄１００余年の重みある「安全綱領」
苦難の歴史を経た国鉄の『安全綱領』。事故という辛
酸を嘗めてきた経験から生まれたこの安全哲学を今、学
ぶことも必要ではないでしょうか。

安 全 綱 領

１．安全は、輸送業務の最大の使命である。
２．安全の確保は、規程の遵守及び執務の厳正から始ま

り、不断の修練によって築き上げられる。
３．確認の励行と連絡の徹底は、安全の確保に最も大切

である。
４．安全の確保のためには、職責を超えて一致協力しな

ければならない。
５．疑わしいときは手落ちなく考えて、最も安全と認め

られるみちを採らなければならない。

http://www.jr-souren.com

2005年
発行所

全日本鉄道労働組合総連合会
7月15日 〒１４１

‐００３１ 東京都品川区西五反田３‐２‐１３
�０３（３４９１）７１９１ FAX０３（３４９１）７１９２
発行人 小田裕司 編集人 湯谷邦彦第83号

毎月１５日発行 定価：１部７０円 （組合員の購読費は組合費に含む） 本紙は再生紙を使用しています。

JR福知山線事故・１０７名の命の重みを受け止め、再発防止を誓う

事事事事事事事事故故故故故故故故のののののののの原原原原原原原原因因因因因因因因究究究究究究究究明明明明明明明明・・・・・・・・再再再再再再再再発発発発発発発発防防防防防防防防止止止止止止止止にににににににに全全全全全全全全力力力力力力力力をををををををを！！！！！！！！

『JR福地山線事故 再発防止に向けて・中間報告』を発行（JR西労）
Ⅰ．再発防止への誓い Ⅱ．事故に至る時系列 Ⅲ事故に潜む“背後要因” Ⅳ．明らかになっ
た労働組合の姿 Ⅴ．「安全性向上計画」とは何か Ⅵ．会社の安全体質について Ⅶ私たちの
再発防止策について（その他資料）

なぜ「速度超過」か？運転士の実態・「安全性向上計画」とJAL（日本航空）の「改善措置」はうりふたつ
・６月１９日運転再開を強行？運転再開を急ぐ会社・なぜ三労組が「決意書」か・「日勤教育」の実態・「労使
安全会議」にこだわる御用組合など、職場を原点にした叫び、再び改革に向けた決意を大胆に展開





４月１９日―２１日
農業試験場でジャガイモ・
八升豆栽培に再挑戦

■カブールはこの４～５日、朝の
冷え込みがめっきり和らぎました。
最低気温も、１０℃を割ることはあ
りません。それに比例して、最高
気温も３３℃くらいまで上昇し、日
なたでは強い日射しが肌を刺しま
す。ただ、４５cmはあろう分厚い
レンガとコンクリート製の壁に覆
われた事務所の中はとても涼しく、
足が冷えてしまう程です。これは
真夏の４３℃といえども同様で、湿
度１０％の世界のなせる技といえま
す。
さて、今回はアフガニスタン農

業省・ダルラマン農業試験場での
ジャガイモの栽培についてです
（農場をお借りできたのは、カブ
ールに駐在するJICA（国際協力
機構）芝田氏のご尽力によるもの
です）。これは、督永さんが２００２
年春、いわゆるアフガン支援開始
の年に寒冷地でも栽培できるジャ
ガイモということで、当時パキス

タンのフンザから取り寄せ、カブ
ールの事務所の庭やスルハバット
郡で蒔いたことのあるイモです。
しかし、いっこうに芽が出ないの
で掘り起こしてみると、ジャガイ
モが跡形もなくなっていたという
ことがありました。後からわかる
のですが当時、食に飢えていたア
フガンの人々が掘り起こして食べ
てしまったという経緯があります。
そのいわく付きのジャガイモの

栽培にこだわる督永さんが、フン
ザから取り寄せたイモを再びダル
ラマンの農業試験場で試験栽培す
るというものです。農場は主に八
升豆の試験栽培のために借りまし
たが、ジャガイモにも再びトライ
したいという督永さんの思いで進
めています。今年は農業試験場で
ひたすら種芋を確保することが目
的です。以下が農作業の経過です。
★４／１９ AM１０時
農場のスタッフの運転するトラ

クターで、３０�×１８�＝５４０�の
畑を耕し、２２の畝をつくる。ジャ
ガイモは、あらかじめ２つないし
３つに切り一晩乾燥。
★４／２０ AM９時
乾燥させたジャガイモ８０�（１，

１４５個）の切り口に、麦わらを燃
やしてつくった灰を付ける。アフ
ガン人に、「こうする事で切り口
をバクテリアから守り、腐りにく
くするのだ」と説明。すると「こ

の切り方では大きすぎる。もっと、
芽だけ残すように切るのだ」とア
フガン人。「これが、ジャパニー
ズスタイルだ」と私。「ここは、
アフガンだ」「俺は、日本人だ」と
応酬し、最後にお互い大笑い。
１，１４５個のイモを３０�間隔、深
さ１５�で植えると１３．５畝、約３時
間で終了。残り８．５畝にはアフガ
ンの在来種を植え、収量、食味等
の比較を。また、牛糞と藁で作っ
たこちらの肥料を与えたか否かで、
収量、食味の比較を、それぞれ行
う予定。当然、化学肥料は一切不
使用。同様の比較を、八升豆でも
試すこととする。
★４／２１ AM１０時
畑に水を引く。水源はポンプに

よる地下水と聞いていたが、農場
の南西に見える山から流れ出る川
の水を引いて畑に水を満たす。作
業開始から畑に水が満たされるま
でに約５時間。次回は約１週間後
に水を引く予定。
ジャガイモの植え方などは、堀

さんや渡辺先生のアドバイスが非
常に役立ちました。朝方の冷え込
みも和らいできたカブール。寒さ
に弱いといわれる八升豆もそろそ
ろ蒔く時期を窺うことにします。

４月２９日
崩壊したダルカ村小学校

■日本ではゴールデンウィーク初

２００５．７．１５（３）
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アフガニスタンチーム活動報告

アフガニスタンから
アッサラーム・ア・レイコム

第２６回



日の今日（４月２９日）。BS放送
『NHKワールド』で、多くの時間
を費やしているのは、戦後４番目
の大きな鉄道事故となってしまっ
たJR西日本・福知山線の脱線転
覆事故です。あまりにも悲惨で、
直視できません。JR総連の一員
として、電車運転士として、まず、
亡くなられた方々のご冥福をお祈
りせずにはいられません。
さて、「雪解け水で、小学校の

一部が流された」と、村人が訴え
てきたダルカ村の小学校の現状を
報告します。
渡辺先生をはじめ、アフガン人

スタッフが現地を調査してきた報
告によると、雪解けで破壊された
のは、�土台ではなく壁と屋根で
あること �雪解け水で土台自体
が流されたという第一報は誤りで
あったこと �なぜ村人は自分た
ちで直さないのか疑問に思うとい
うことでした。同時に、ダルカ村
から要請書が出されました。内容
を要約すると、「鉄筋コンクリー
トの建物に造りかえてほしい。ダ
メなら、他のNGOを探す」とい
うものでした。これには腑が煮え
くりかえりました。今まで使った
お金をどう考えているんだ。もう
ダルカ村とは縁を切りたいという
思いと、『アフガニスタン報告集
Vol．４』の写真にあるように、真
っ青な大空の下で手を振るダルカ

村の子どもたちのために小学校を
早く完成させたいという思いが交
錯し、本当に悩みます。
その翌日、ダルカ村の他の村人

が事務所を訪れ、「今まで通りで
良いので、早く完成させてほしい」
と言ってきました。要するに、村
は真っ二つに割れているようなの
です。いずれにしても、完成間近
なホラ村・チュラン村の小学校の
最後の仕上げのためにも、数日後
にはスルハバット郡を訪れ、各村
との話し合いの場を持つこととし
ます。

５月９日
ホラ村・チュラン村小学校
は完成間近。
どうなる�ダルカ村小学校
■雨がちな日が４～５日続いたカ
ブールも今日（５月９日）は久し
ぶりに白い雲が浮き立つように真
っ青な青空が広がっています。５
月に入って大気の不安定な日が続
き、雷雨やひょうの降る荒れ模様。
それが一転してこの青空で「気分
も爽快」といいたいところです。
さて、「雪で小学校の一部が流

された」というダルカ村を含め、
支援地スルハバット郡を５月３日、
４日と調査してきました。メンバ
ーは私とSORA（アフガン難民を
支える会）の渡辺先生、同じく
SORAの米山さん（写真家・二科

展をはじめ数々の賞を総なめ）に、
現地スタッフのラヒーム、ファリ
ード、アクバルという布陣です。
雪の多かった今年は、早くとも

５月中旬までは標高３，０００�のス
ルハバットには行けないものと思
っていました。しかし、連日の雨
で泥沼と化した道をものともせず、
８時間という短時間で２００�を走
りきり、ダルカ村経由でダウード
村長の住むタイラシャック村に到
着しました（当初は１２時間の予想）。
ホラ村とチュラン村共同の小学

校は完成間近。あと職員室と倉庫、
トイレが出来れば完成です。当初
は現在の６教室で完成の予定でし
たが、政府の指針で職員室と倉庫
を含めた８教室が最低ラインのよ
うです。リーダーのナーセルとは
本当に理性的に話ができるおかげ
で、工事も順調に進めることがで
きています。完成までにあとひと
月というところでしょう。
問題はダルカ村です。小学校の

状態は、渡辺先生、米山さんとの検
証の結果、「雪で流された」ので
はなく、雪どけ水や春先の豪雨で
完成していない屋根から水が侵入、
石を固めている泥を浸食して流れ
だし、耐えられなくなって崩れ落
ちたと思われます。いずれにして
も屋根材であるポプラの木の価格
つり上げにはじまり、校長と村長
の建設費の持ち逃げ、そして先日
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の「今までの建物は要らない。コン
クリートの新しい建物を造ってほ
しい。ダメなら他のNGOを探す」
という、私たちにすればあまりに
も理不尽な村人からの手紙等、次
から次へと問題が起こってきたダ
ルカ村の小学校建設計画。無惨に
も崩れ落ち、石の下敷きになった
「SORA・JRU－PAC SCHOOL
PROJECT」と書かれた看板を見
ながら、私はやり切れない思いで
村人との話し合いの内容を考えて
いました。
翌日の話し合いの場で、あらた

めて村人に先日の手紙の内容を確
認したところ、「村人の総意だ」と
いいます。「馬鹿にするのもいい
加減にしろ」と、私が言う前に、
ドライバーのアクバルが怒りに充
ちた声で「お前たち、今まで日本
の人たちが学校に使ったお金をど
う思っているんだ。金を返せ。カ
ブールからここまで、悪路の中、
車を壊しては直しながら来ている
日本の人たちに悪いと思わないの
か」と話し始めました。普段穏や
かなアクバルが凄い形相でまくし
立てます。「ありがとう、アクバ
ル。でも、もうよそう」と私は彼
に言い、「その話は、受け入れら
れない。私たちの最初のポリシー
で良いのなら話合いにのる。もう
一度村全体で話し合い、それでよ
ければカブールの事務所に伝えて
ほしい」と言い渡し、村を後にし
ました。
１週間～１０日後にいっきにホラ

村・チュラン村の学校を完成させ
るべく、私たちは再びスルハバッ
トに入ります。大変残念ですが、
ダルカ村小学校にはこれ以上子ど
も平和基金の貴重なお金をつぎ込
むわけにはいきません。完成を諦
める方向で検討しています。

５月１４日
コーランがトイレに捨てられ
暴動が

■今日（５月１４日）のカブールは、
晴れ。敢えて「快晴」と書かない
のには、わけがあります。それは、
白と灰色の混じった雲が青い空の
いたるところに浮かび、その一つ
ひとつがついさっきまで固まって

ひょうを降らせていたような攻撃
的な形をしているからで、上空の
大気の不安定さを現しています。
以前にも書いたとおり、今年のカ
ブールは冬場の雪も非常に多かっ
た上、春先の雨もかなり降りまし
た。お陰で庭に咲くバラの花も、
白に、ピンクにと、それは鮮やか
な色を身につけて存在をアピール
しています。
今の季節のカブールでは、少し

お金のある家の庭には必ずといっ
て良いほどバラの花が咲いてます。
アフガニスタンで「グレ・モルサ
ル（「グレ」は花、「モルサル」は
バラの固有名詞）」と呼ばれるバ
ラの花は、チューリップとともに
ごくポピュラーな花のひとつです。
さて、なぜガラにもなく花の話

になったのか。それはこの３日間、
事務所の敷地を一歩も出られず、
３匹の犬と戯れるか、『NHKワー
ルド』を見るか、メシを作るか、
本を読むか、庭をボーッと眺めて
いるしかない状態が続いているか
らです。なんでもタリバンやアル
カイダを収容しているキューバの
米軍基地で、コーランがトイレに
捨てられたと『ニューズウィーク』
誌が報じたことで、５月１１日ジャ
ララバードでかなり大規模な暴動
があったということで、日本大使
館より「絶対、事務所外に出ない
ように」という待機の指示が出て
いたからです。
そろそろ大丈夫だろうと今日

（５月１４日）は、車で７～８分ほ
どのダルラマンの農業試験場にジ
ャガイモや
その他の作
物の様子を
見に行きま
した。する
とこの近く
に住むスタ
ッフのラヒ
ームが農場
の隣にある
ISAF（カナ
ダ軍）基地
の方向を指
さし、「昨日
（５月１３日）、
あそこで多

くのカブール大学の学生や高校生
が集まって集会があった。デモを
したり、基地に向けて石を投げた
り、危ない状況だった。３～４千
人はいたと思う」と、その時の状
況を話してくれました。
なぜ、アメリカはイスラム諸国

の人々を逆撫でするようなことを
するのか。テロを誘発し、再び叩
こうとでも思っているのか。そう
いう気はないにしても、また一つ
ムスリム（イスラム教信者）の人々
の心の中に反米感情が積み上げら
れたことは間違いありません。
それはアメリカを支持する国々

に対しても。そして同時に、私た
ち日本人がアフガンで支援活動を
妨げる要因がまた一つ積み上げら
れた事をも意味しています。治安
状況には充分注意しながら、活動
を継続します。

５月２０日
カブールの休日・
制限される支援活動

■今日（５月２０日）は、金曜日の
ジョマ（日本の日曜日に当たる）。
一日５回の礼拝が義務であるム

スリムの人々もここカブールでは
仕事も忙しく、５回のそれを全う
することが難しくなってきている
ようです。そんな人々のために、
金曜日のジョマに一週間分まとめ
て礼拝することが許されているの
です。人々は朝早くからハマーム
（公衆浴場）で身を清め、それか
らモスクへ行き、一週間分アッラ
ーの神への忠誠を誓うべくお祈り

２００５．７．１５（５）

カブールのバザール
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をするのです。きっと午後には礼
拝を終えた人々がバザールへ繰り
出し、明日から１週間の鋭気を家
族と共に養うべくヒツジや牛の肉、
野菜の買い込みに賑わうことでし
ょう。今はフォーシュリャ（白い
インゲン）やボーミヤ（オクラ）、
ムーリーソルファック（赤いハツ
カ大根）などが旬の野菜です。ち
なみにオクラや白インゲンは、２５０
�もあればかなりの量ですが、１０
AF（AF：アフガニー・１AF＝約
２０円）という安さです。
さて、最近カブールでは、イン

ターネットカフェでの自爆テロや
米軍基地でコーランがトイレに捨
てられたという記事への抗議デモ、
イタリアNGOの女性スタッフ誘
拐等、立て続けに事件が起き、私
たちも普段以上に警戒しながらの
活動を余儀なくさせられています。
支援地スルハバットへ行く途中に
も、要チェックポイントが２箇所
ほどあります。昨日、高地のプレ
アフガナーへフンザからの多収穫
品種のジャガイモの苗を運ぶべく
車を出発させたのですが、私と渡
辺先生は行くことを断念し、現地
スタッフに指示し任務を任せざる
を得ませんでした。このほか、昨
年、川崎市の市民団体「We２１ジ
ャパンさいわい」の支援を受けて
ダニクール村に植樹したリンゴの
苗木のその後の様子を、写真を撮
ってくることもスタッフに託して
います。
また、そろそろ八升豆ポットの

苗をダルラマンの農業試験場の畑
に移植しようかと考えています。
カブールは、いまだに朝方１０℃を
切る日もあり、寒さに弱い八升豆

をフィールドに植えるのには、一
抹の不安があります。３カ月間の
成長期のあと３カ月間の収穫期を
迎えるこの豆は、今植えないと１１
月の収穫期に寒さにやられてしま
うことにも注意しなければなりま
せん。自然を相手にしての農業と
は、本当にむずかしいものです。
全滅したら、責任重大。とにかく
今日、ダルラマン農業試験場の畑
を３０�×５０�の面積で耕す段取り
をしてしまったのでやるしかあり
ません。

６月２７日
がんばれ八升豆

■６月２７日午後４時、気温３８℃。
やっと日が西にかたむき、外に出
ても直射日光に「うたれる」こと
はなくなる時間になりました。今
の時期のカブールは、午後１時と
もなると太陽は、ほぼ直上の位置
にいます。
ダルラマン農業試験場の八升豆

畑も、さすがに川から用水路をつ
たって引い
てくる水は
干上がり、
ポンプ小屋
から畑に６０
mのホース
を引っ張り、
ディーゼル
エンジンを
介してポン
プで水を揚
げざるをえ
ない状態に
なりました。
まぁ例年に
なく雪が多

く、今まで川から水が引けたこと
を喜ぶべきでしょう。「寒さには
弱いが暑さと乾燥には滅法強く、
水がそれほどなくても育つはず」
の八升豆も、さすがにアフガンの
直射日光と乾燥度合いには苦戦し
ているようで、思うように発育し
てくれません。その上、発芽時に
朝の冷え込みをさけるために室内
で管理するべく用いた紙製のポッ
トが根の張るのを妨げ、地中から
の養分と水分もカットしてしまい、
ひょろひょろと１５�くらいで成長
が止まっています。事務所の庭で、
地べたに直接蒔いた豆が茎も太く
７０�くらいに育っていることと比
較すると、今となってはどうもポ
ットが発育を邪魔しているようで
す。まぁ庭には３本の八升豆がす
くすくと育っているので、少なく
とも８升×３本＝２４升の豆は確保
できる…！？はず。
それでは、また。

（カブール：田城）

「９条フェスタ２００５」でアニメ「ガラスのうさぎ」上映に参加！
“戦争を許さない女たちのJR連絡会”

非暴力による平和を求める団体・個人がつながりあう場
にしようと４０団体が共催し「９条フェスタ２００５」が７月３日中央大学駿河
台記念館で開催されました。「戦争を許さない女たちのJR連絡会」は、共
同映画企画の長編アニメ映画「ガラスのうさぎ」鑑賞の呼びかけや会場準
備を担当しました。４会場で行われたこのフェスタは、“憲法９条を地球
憲法に”と訴えるオーバービー博士のシンポジウムや、元日本兵による座

談会、八王子大空襲のパネル展示などが行われ、１，０００名を超える来場者がありました。

（６） ２００５．７．１５

八升豆のポット苗

満員の「ガラスのうさぎ」上映会場




